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令和５年広審第６号 

             裁    決 

水上オートバイＡ水上オートバイＢ衝突事件 

 

  受  審  人  ａ 

    職  名 Ａ船長 

    操縦免許 小型船舶操縦士 

  受  審  人  ｂ 

    職  名 Ｂ船長 

    操縦免許 小型船舶操縦士 

 

 本件について、当海難審判所は、理事官上羽直樹出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

             主    文 

 

 受審人ａの小型船舶操縦士の業務を１か月停止する。 

 受審人ｂの小型船舶操縦士の業務を１か月停止する。 

 

             理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和３年８月２９日１６時０２分 

 岡山県倉敷市沙美西浜海水浴場南方沖合 

２ 船舶の要目    

  船 種 船 名 水上オートバイＡ    水上オートバイＢ 
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  総 ト ン 数 ０.１トン        ０.１トン 

  全   長 ３.０７メートル     ３.０７メートル 

  機 関 の 種 類 電気点火機関      電気点火機関 

   出 力 １１２キロワット     １１２キロワット        

３ 事実の経過 

Ａは、最大搭載人員３人のＦＲＰ製水上オートバイで、ａ受審人が

単独で乗り組み、救命胴衣を着用し、遊走の目的で、船首０.２

メートル船尾０.３メートルの喫水をもって、令和３年８月２９日 

１６時０１分沙美西浜海水浴場東部の砂浜を発し、同海水浴場南方沖

合に向かった。 

なお、ａ受審人は、平成１６年６月に特殊小型船舶操縦士の免許を

取得し、平成２１年２月に同免許を更新したものの、その後、更新手

続きを行っていなかったので、平成２６年６月以降同免許が失効して

いた。 

ところで、岡山県沙美漁港の西方に位置する沙美西浜海水浴場は、

東西幅約９７０メートルの砂浜と、同砂浜から南方約１３０メートル

沖合及び同砂浜の西端から東方約７００メートルまでが遊泳区域であ

り、同区域の周囲にはさめ防御網が設置されていた。 

ａ受審人は、南西寄りの風浪を受け、沙美西浜海水浴場南方沖合で

さめ防御網に沿って西行することとし、１６時０２分少し前沙美漁港

防波堤灯台から２４８度（真方位、以下同じ。）４００メートルの地

点で、針路を２７１度に定め、２６.９ノットの速力（対地速力、以

下同じ。）で進行した。 

針路を定めたとき、ａ受審人は、正船首１８０メートルのところに、

Ｂを視認することができ、その後同船が衝突の危険のある態勢で接近

する状況であったが、右舷側を見てさめ防御網との接近状況を確認す
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ることに気をとられ、見張りを十分に行わなかったので、このことに

気付かなかった。 

ａ受審人は、Ｂとの衝突を避けるための措置をとらずに続航し、 

１６時０２分沙美漁港防波堤灯台から２５４度５２０メートルの地点

において、Ａは、原針路、原速力のまま、その船首がＢの左舷船首部

に、前方から２３度の角度で衝突した。 

当時、天候は晴れで風力３の南西風が吹き、潮候は下げ潮の初期に

あたり、視界は良好であった。 

また、Ｂは、最大搭載人員３人のＦＲＰ製水上オートバイで、ｂ受

審人が１人で乗り組み、知人１人を同乗させ、知人３人を搭乗させた

浮体を直径２０ミリメートル長さ２０メートルのえい航索で船尾に引

き、いずれも救命胴衣を着用し、遊走の目的で、船首０.２メートル

船尾０.３メートルの喫水をもって、同日１６時００分沙美西浜海水

浴場東部の砂浜を発し、同海水浴場南方沖合に向かった。 

ｂ受審人は、沙美西浜海水浴場南方沖合で南南西方に向首していた

とき、船尾方に南下するＡを初認し、１６時０１分僅か過ぎ沙美漁港

防波堤灯台から２４０度５４０メートルの地点で、針路を２７４度に

定め、１６.０ノットの速力で進行した。 

ｂ受審人は、１６時０１分半少し前沙美漁港防波堤灯台から２４４

度６１０メートルの地点に至り、１２.４ノットの速力に減じて右旋

回を始め、１６時０２分少し前沙美漁港防波堤灯台から２５６度  

５７０メートルの地点で、船首が０５４度を向いたとき、Ａが右舷船

首３７度１８０メートルのところとなり、その後同船が衝突の危険の

ある態勢で接近する状況であったが、後方を見て浮体と搭乗者の状況

を確認することに気をとられ、Ａに対する動静監視を十分に行わなか

ったので、この状況に気付かなかった。 
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ｂ受審人は、Ａとの衝突を避けるための措置をとらずに右旋回を続

け、１６時０２分僅か前船首至近にＡを認めたものの、どうすること

もできず、船首が１１４度を向いたとき、原速力のまま、前示のとお

り衝突した。 

衝突の結果、Ａは、左舷船首部外板に亀裂を伴う擦過傷、船首部か

ら中央部にかけて船底外板に擦過傷を、Ｂは、左舷船首部から中央部

にかけて外板に亀裂を伴う擦過傷をそれぞれ生じ、ａ受審人が頚部捻

挫等を、ｂ受審人が第３腰椎横突起骨折を、Ｂ同乗者が右頚部痛等を

それぞれ負った。 

 

（航法の適用） 

本件は、沙美西浜海水浴場南方沖合において、西行中のＡと右旋回中

のＢとが衝突したもので、発生地点付近は、海上交通安全法が適用され

る海域であるが、同法には本件に適用される航法規定がないので、一般

法である海上衝突予防法が適用される。 

両船が衝突の危険のある状況となってから衝突するまでに、定型的航

法を適用する時間的、距離的余裕がなかったと認められるので、本件は、

海上衝突予防法第３８条及び第３９条の船員の常務によって律するのが

相当である。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

本件衝突は、沙美西浜海水浴場南方沖合において、西行中のＡと右旋

回中のＢとが衝突の危険のある態勢で接近した際、Ａが、見張り不十分

で、衝突を避けるための措置をとらなかったことと、Ｂが、動静監視不

十分で、衝突を避けるための措置をとらなかったこととによって発生し

たものである。 
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ａ受審人は、沙美西浜海水浴場南方沖合において、遊走の目的で西行

する場合、接近する他船を見落とすことのないよう、見張りを十分に行

うべき注意義務があった。しかるに、同人は、右舷側を見てさめ防御網

との接近状況を確認することに気をとられ、見張りを十分に行わなかっ

た職務上の過失により、衝突の危険のある態勢で接近するＢに気付かず、

衝突を避けるための措置をとらずに進行して同船との衝突を招き、Ａ及

びＢ両船にそれぞれ損傷を生じさせ、ｂ受審人及びＢ同乗者をそれぞれ

負傷させ、自らも負傷するに至った。 

以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を１か

月停止する。 

ｂ受審人は、沙美西浜海水浴場南方沖合において、遊走中、船尾方で

南下するＡを認めた場合、衝突の危険の有無を判断できるよう、同船に

対する動静監視を十分に行うべき注意義務があった。しかるに、同人は、

後方を見て浮体と搭乗者の状況を確認することに気をとられ、Ａに対す

る動静監視を十分に行わなかった職務上の過失により、同船が衝突の危

険のある態勢で接近する状況に気付かず、衝突を避けるための措置をと

らずに右旋回を続けてＡとの衝突を招き、Ａ及びＢ両船にそれぞれ損傷

を生じさせ、ａ受審人及びＢ同乗者をそれぞれ負傷させ、自らも負傷す

るに至った。 

以上のｂ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を１か

月停止する。 

 

よって主文のとおり裁決する。 
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  令和５年７月２６日 

    広島地方海難審判所 

         審 判 官  永  本  和  寿 


